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コミニュティの再生による「事件・事故のない」「災害に強い」
「弱者に優しい」まちづくり

倉持　隆雄 くらもち　たかお

厚木市市役所　セーフコミュニティ総合指導員



略歴

著書・論文等

○

取組の内容

共著：　セーフティプロモーション　（2019年9月30日発行　晃洋書房）
　　「今、求められる『地域力と絆の再生』のために」

共著：　日本セーフティプロモーション学会誌　第11巻第1号　（2018年3月28日　日本セーフティプロモーション学会）
　　　「我が国におけるセーフコミュニティ推進都市」
共著：　日本セーフティプロモーション学会誌　第9巻第2号　（2016年9月30日　日本セーフティプロモーション学会）

　　「市民協働による生活安全活力の再生と魅力あるまちづくり」
共著：　「割れ窓理論」から「5つ星の安全・安心まちづくりへ」　（2010年8月号　　警察政策学会資料第59号）

　　「世界基準の『安全・安心まちづくり：セーフコミュニティ』を目指すまち」
共著：　安全・安心を創出するための15の視点　（2009年11月発行　東京法令）

　　「コミュニティづくりによる体感治不安感の改善～市民協働による生活安全活力の再生と魅力あるまちづくり～」
共著：　警察学論集　（2008年4月号掲載　立花書房）

　　「不審動向情報の有効活用による子どもの体感治安不安感の改善」
共著：　成田頼明監修これで実践地域安全力の創造　（2006年6月20日発行　第一法規）

　「厚木市における安心・安全対策とコミュニティづくり」

コミニュティの再生による「事件・事故のない」「災害に強い」「弱者に優しい」まちづくり

◆すべての安全関係者が客観的なデータを共有して市民生活の身近で発生している事件や事故を予測し、的確な対
策を講じることが大切であるとともに、活動の中心は地域住民であります。
◆セーフコミュニティは、事故やけがは偶然の結果ではなく、予防できるという理念のもと、行政と地域住民など多くの主体
の協働により、すべての市民が安心して安全に暮らせることができるまちづくりを進めるものであります。
◆一見、安心・安全なまちづくりに関係なさそうな「あいさつ運動」や「花いっぱい運動」、そして「お祭り」や「運動会」などの
コミュニティ活動が、人と人をつなぎ、地域の絆や信頼感の再生、そして地域の安心・安全感に大きな影響を与えていま
す。
◆そこに住んでいる人の意識と行動に変化が現れることにより安全力が高まり、コミュニティの信頼と絆が生まれ、「事件・
事故のない」「災害に強い」「弱者に優しい」まちに変わります。

◆1995年１月に発生した阪神淡路大震災直後から厚木市総務部防災対策室へ配属となり、「厚木市地域防災計画」の見直しを担当しました。
国内の刑法犯認知件数がピーク時の2002年に安心安全部市民生活課市民安全担当。
その後、生活安全課長、セーフコミュニティ担当次長、地域力創造担当部長、危機管理部長等、防災、防犯、地域コミュニティ、交通安全、消費生

活などの分野を歴任しました。
　特に、安心安全の大きな柱の施策としてＷＨＯが推奨する「セーフコミュニティ」に着眼し、2010年11月に日本で３番目の認証取得に尽力するなど、庁
内外から高い評価を得ています。
　2014年３月厚木市役所を退職。
　退職後は、厚木市セーフコミュニティ総合指導員として地域の勉強会（防犯・防災・セーフコミュニティなど）の講師を務めているほか、全国の自治体や
各種団体などからの依頼により講演会などの講師を務めています。
◆主な実績（2010年～）
◇助言やコンサルティング
☆長野県喬木村地域活性化アドバイザー（2016年）
◇行政からの講演等
☆中央教育審議会スポーツ・青少年分科会第４回学校安全部会(文部科学省所管)　☆「第16回消費者安全専門調査会(内閣府消費者委員会
所管)」　☆「第３回セーフティかながわユースカレッジ(神奈川県主催)」　☆鳥取県防犯リーダー研修会（鳥取県主催）　☆東京都豊島区（セーフコミュニ
ティ推進協議会）　☆神奈川県横浜市栄区セーフコミュニティ研修会　☆藤沢市都市経営研究会「セーフコミュニティ勉強会」　☆埼玉県さいたま市
（セーフコミュニティ推進協議会）　　☆埼玉県秩父市（セーフコミュニティ推進協議会）　☆長野県小諸市（セーフコミュニティ推進協議会）　☆滋賀県甲
賀市職員勉強会　☆山梨県都留市（セーフコミュニティ推進協議会）　☆三重県松阪市安全安心のまちづくり「トップマネジメント研修」　☆福島県郡
山市（セーフコミュニティ推進協議会）　☆京都府舞鶴市（防犯研修会）など
◇民間企業・団体等からの講演等
☆「犯罪からの子どもの安全」研究開発領域統合実装ワークショップ主催（独）科学技術振興機構 社会技術研究開発センター　☆第１８回全国首長
連携交流会「安全・安心な暮らしの構築(分科会２)主催全国首長連携交流会　　　　　☆PISTEX キャラバンシリーズ「東日本大震災に学ぶ私たちの
安全・安心」(主催：NPO法人さかいhill-front forum、(独)科学技術振興機構社会技術研究開発センター　☆一般社団法人地域問題研究所主催
「第４１次(平成２５年度)市町村ゼミナール」　☆東京農業大学（防災）　☆関東学院大（セーフコミュニティ）　☆防犯トップリーダー養成講座「安全・安
心なまちづくり事業」とセーフコミュニティ・主催ＮＰＯ浦安防犯ネット　☆東京八王子市プロバスクラブ（防災）　☆横浜市栄区笠間自治会連合　☆さい
たま市中央区与野地区社会福祉協議会　☆日本大学校友会神奈川県支部　☆働くひと「ワールドカフェ相模原」(主催：一般社団法人ＳｏＬａＢｏ)
☆ＮＰＯ法人さがみはらぶ（防犯・防災・セーフコミュニティ）など

◆ 所属団体・役職等
◇厚木市セーフコミュニティ総合指導員　◇日本市民安全学会副会長　◇総務省地域力創造アドバイザー　◇セーフコミュニティ・シニア(上席)サポー
ター（一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構(ＪＩＳＣ)公認）　◇日本セーフティプロモーションスクール推進員（国立大学法人大阪教育大学学校
危機メンタルサポートセンター日本セーフティプロモーションスクール協議会認定）　◇日本セーフティプロモーション学会理事　◇警察政策学会会員　◇
一般社団法人コミュニティ・カウンセラー・ネットワーク理事　◇コミュニティ・カウンセラー （一般社団法人コミュニティ・カウンセラー・ネットワーク(ＣＣＮ)認定）
◇鎌倉アジサイ同好会会員　◇元厚木市危機管理部長



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

①厚木市内刑法犯認知件数　【2001年】 7,163件　→　【2020年】 1,054件　85.29％減
②厚木市内窃盗犯認知件数　【2001年】 5,597件　→　【2020年】 　804件　85.64％減
③体感治安不安感(市民意識調査・アンケート結果)

◆厚木市の治安について5年前と比べて
良くなった　【2005年】 　 4.4％　→　【2019年】 10.2％ 　5.8％　向上
悪くなった　【2005年】　 54.2％　→　【2019年】 16.7％ 　37.5％　減少

◆本厚木駅周辺の治安について
良くなった　【2007年】 17.2％　→　【2017年】 32.1％ 　14.9％　向上
悪くなった　【2007年】 43.2％　→　【2017年】 19.0％ 　24.2％　減少

④厚木市内交通事故件数　　【2007年】1,899件　→　【2020年】 706件　62.8％減
⑤本厚木駅周辺放置自転車の台数　【2001年】　　948台　→　【2020年】 3台　99.68％減
⑥健康で安心して安全に暮らせるまちづくりに対する市民の満足度

　【2009年】 32.8％　→　【2020年】 55.7％　 　22.9％　増加

　犯罪は減少しているのに、何が体感治安を低下させているのか?
2006年にアンケート調査をした結果、「若者のたむろ」、「客引き」、「落書き」などの迷惑行為が、街の魅力を
低下させ、不安感を増加させていることがわかりましました。
　そこで、「怖い」「危ない」「汚い」のマイナスイメージを排除、プラスイメージの創出を同時に進めることとしまし
た。
　また、2008年のアンケート調査から「近所付き合いが濃い地域」や「コミュニティ活動の活発な地域」は安心・
安全意識が高いことがわかり、コミニュティ活動の強化を図りました。
　市民意識調査・アンケート結果から厚木市民が感じている体感治安は確実に良くなっています。
このように、データに基づき、的確な対策を講じることが大切であります。

　10数年前は、「事件事故の予防」、「体感治安不安感の改善」、「コミュニティの絆の再生」を早急に解決す
る必要がありました。
　今では、1都3県（東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県）の物件のうち、本厚木駅周辺が「借りて住みたい
街」第1位、「買って住みたい街」第3位となりました。

移動番屋 愛の目運動



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

地域中核企業等の支援 その他

その他

その他 その他

地域交通 地球温暖化対策

集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

地区防災計画 インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

○ その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 人材研修

地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

その他 その他

働き方改革 ふるさと教育

子どもの貧困対策 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

官民連携（PPP・PFI） メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

住民参加 その他

その他

メールアドレス 〔アットマーク〕

厚木市 http://www2.city.atsugi.kanagawa.jp/

日本市民安全学会 http://www.shimin-anzen-gakkai.org/

日本セーフティプロモーション学会 http://www.safetyprom.com/

安心・安全
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